総合経営コンサルタント

株式会社　時有人社

「みやびとわびさびの世界」

～京都をよりよく知るために～

㈱時有人社　清水宏一

１　桓武天応と平安京
·  桓武天皇の即位　781年　　光仁　⇒　桓武　　天応と改元
·  平城京　⇒　長岡京　784年　　早良親王の乙訓寺幽閉と流刑、絶食死
　　関係者が次々に発病、怪死 長岡京　⇒　平安京　794年 
　　和気清麻呂の進言・長安に倣う
·  風水・陰陽五行に則り建都　　早良親王（崇道天皇）の祟りの封じ込め
２　陰陽説（論、思想）
·  陰陽説
万物は混沌から陰陽に分離　　従って全ての事象に陰・陽がある　
·  陰陽の例
（陰）闇・暗・柔・下・冬・夜・植物・女
（陽）光・明・剛・上・夏・昼・動物・男
·  陰陽の性質
陰陽互根・陰陽制約、陰陽消長、陰陽転化、陰陽可分
３　五行説（論、思想）
·  五行説　　万物は、木・火・土・金・水から
·  相生と相克　　木・火・土・金・水の繰り返し
①　万物を五行で分類
·  五色　　青・朱・黄・白・黒
·  五季　　春・夏・土用・秋・冬
·  五味　　酸・苦・甘・辛・塩
·  五覚　　聴・味・触・嗅・視
·  五常　　仁・礼・信・義・智
·  五戒　　殺生・ちゅう盗・邪淫・妄語・飲酒
·  五官　　目・耳・鼻・舌・皮膚
·  五体　　頭・首・胴・手・足
·  五情　　喜・楽・怨・怒・哀
·  五経　　易教・詩経・書経・礼記・春秋
·  五道　　地獄・餓鬼・畜生・人間・天上
·  五礼　　吉礼・凶礼・賓礼・軍礼・嘉礼
②　現代に残る五行説
·  五色　　青春・朱夏・白秋・玄冬　黄道吉日
·  五臓　　肝・心・脾・肺・腎
·  五穀　　胡麻・麦・米・黍・大豆
·  五節句　人日・上巳・端午・七夕・重陽
４　陰陽五行説
·  陰陽説と五行説の合体　　陰・陽　　　木・火・土・金・水　　
５　十干の思想
·  十干甲乙丙丁戊己庚辛壬癸（きこうしんじんき）
·  陰陽五行説の十干の合体「兄⇒え」「弟⇒と」を五行に割り振り
·  干支
木の兄(きのえ)⇒ 甲　木の弟(きのと)⇒ 乙　ひのえ⇒ 丙　ひのと⇒ 丁　つちのえ 戊、つちのと 己、きのえ 庚、きのと 辛、みずのえ 壬、みずのと 癸
６　十二支の思想
·  十二支の動物たち
　　子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥
　　鼠・牛・虎・兎・竜・蛇・馬・羊・猿・鶏・犬・猪
　　（ベトナム 水牛・山羊、モンゴル 豹、中国 豚）
·   十干と十二支の組み合わせ
　　十干（１０）と十二支（１２）の最小公倍数 ⇒ ６０
　　干支紀年による年号表記（６０年を１回り）
　　　・ 壬申の乱（６７２）　⇒　天武天皇
　　　・ 甲子（１９２４）　⇒　甲子園
　　　・ 乙酉（１９４５～２００５）　⇒　還暦（清水）　　　　
７　十二支と時刻
·  十二支で時刻表示　　午前・午後　　正午
·  十二支の名残　　丑三つ時　　丑の刻参り
·  鐘による時刻報知　　おやつ　　暮れ六つ
８　十二支と方角
·  十二支で方角　　子午線　　卯酉線（ぼうゆうせん）
·  鬼門・裏鬼門　　艮（うしとら）　　坤（ひつじさる）
·  方角の守護神　　十二神将　　歳徳神　恵方
９　陰陽道と占星術
· 　陰陽師　天文道の安倍氏　暦道の賀茂氏
九星方位表、易経から風水に
10　四神相応の京都
·  四神相応 「背山臨水」　背後に山、前方に海湖沼　 「蔵風聚水」　左右に低い山と川
·  四神の棲む条件　「山川道澤」に適している
11　四神
·  五行説 青・赤・黄・白・黒
·  四神　　東・春　⇒　青龍　⇒　鴨川
　　南・夏　⇒　白虎　⇒　山陰道
　　西・秋　⇒　朱雀　⇒　巨椋池
　　北・冬　⇒　玄武　⇒　船岡山
·  四神相応
　　背山臨水・蔵風聚水、山川道澤
12　京都の位置
·  遷都の歴史
　　明日香京⇒藤原京⇒平城京⇒長岡京⇒平安京
·  天皇の聖地
　　伊弉諾神社　国生み
　　元伊勢　丹後王朝
　　伊吹山　大和武尊
　　伊勢神宮　天照大神
　　熊野本宮　神武東征　
·  五行説「相生」
13　五芒星と御来光線
阿部晴明桔梗印　等間隔の五芒星
富士山、伊吹山、元伊勢、出雲の御来光　春分・秋分の太陽の通り道
14　京（都）の条件
· 災害に強い　　四方を山に囲まれた盆地で、通風、排水が良い
· 戦乱・人災に強い 　山川による天然の要害
· 水利がしっかりしている　 鴨川、桂川にはさまれ、伏流水がある
· 要所への街道・水路が開けている（京の七口）
鞍馬口、荒神口、粟田口、伏見口、竹田口、東寺口、丹波口
15　京都の歴史の特徴
·  他の国に支配されたことがない　戦乱があっても皇室を滅ぼしていない
·  応仁の乱後、戦争の大きな被害がない　前の戦争と言えば、「応仁の乱」
·  住民の自治組織・自治意識が強い　祇園講などの講や町衆組織
·  住民は質素で教養度が高い　もったいない、家の恥、美意識
16　京都の不思議
·  京都の川は北から南に流れる　　南から北に流れるのは琵琶湖疎水のみ
·  「京の七不思議」がやたらと多い　昔から七不思議を数える癖がある
·  郵便番号簿がかなり厚い　　地番整理や郵便番号制度に乗らなかった
·  「いけず」伝説が蔓延している　「京のぶぶ漬け」に代表される話が多い
17　京都人ならみんな知ってる
·  京と呼ばれるのは御土居の中だけ　伏見や山科の人は「京へ行く」という
·  石田梅岩、角倉了以、田邉朔郎　　昔他府県の人はほとんど知らない
·  上ル、下ル、東入ル、西入ル　　条里制ができているのでこれで足りる
·  京ことばの「わるさ」（「悪さ」ではない）
　　じゅんさいな、えらい、いけず、かなん、すじこい、
　　けったいな、だんない、ほかす、しょうもない、いらち
18　わび・さび
·  わび　　詫びる、侘住い、侘しい、侘茶
·  さび　　わさび、錆び、淋しい、寂しい、寂物
·  利休の｢わび」　虚飾をさけたそこはかとない静寂の境地
·  芭蕉の｢さび｣　粋かつ物寂しさを伴う洗練された感性
19 「祟り」とは
·  祟る（たたる）　　祟り・祟り神・怨霊・呪い・憑き物
·  崇める（あがめる）　　崇拝・崇高・崇位・尊崇
·  神の霊魂　　荒魂、和魂（にぎ）、幸魂（さき）、奇魂（くし）
　　　　勇　　　　親　　　　　　　 愛               智
·  天皇諡名には「崇・祟」がある　崇神天皇、崇道天皇、祟峻天皇、崇徳天皇 

20 まつり
·  まつり（祭）　単に「まつり」というと葵祭のこと
·  まつりごと（政）　祭祀、政治
·  まつる（奉る・献る）　差し上げる
·  まつる（祭る・祀る）　　祈願する、鎮める、回顧する
21 京都三大祭（京都四大行事）
·   葵祭（あふひまつり）　５月１５日　下鴨神社・上賀茂神社
·  祇園祭　７月１日～３１日　八坂神社
·  時代祭　１０月２２日　平安神宮
·  大文字　８月１６日　五山
22 京都の祭の起源
·  葵祭（加茂祭）賀茂御祖神社・賀茂別雷神社 
　　５００年代半ば、欽明天皇の時代に凶作・疫病が流行。易の結果、賀茂大神の怒りとの占託から馬に鈴をつけた勅使を立て、人に猪頭をかぶらせて走らせた。祭儀は３日の流鏑馬神事、から、歩射神事、斎王代御禊の儀、御蔭祭、１５日の路頭の儀、社頭の儀まで続く。
·  祇園祭　八坂神社
　　　８６９年に疫病が蔓延し、建速須佐之男命の祟りとされた。吉符入、くじ取式、お迎え提灯、神輿洗、鉾建・山建、稚児社参、宵山、屏風祭、山鉾巡行、神幸祭、狂言奉納、花傘巡行、還幸祭、神輿洗まで１月かかる。
·  時代祭　平安神宮
　　１８６８年の東京遷都で天皇が京都不在となる。１８９５年の平安遷都１１００年から、御所から平安神宮まで、桓武天皇、孝明天皇を奉じて行列をする。当日朝の神幸祭、行在所祭があり、時代風俗行列、還幸祭がある。
23 京のわらべうた
· まるたけえべすに　おしおいけ あねさんろっかく　たこにしき
· しあやぶったか　まつまんごじょう  せったちゃらちゃら　うおのたな
· ろくじょうさんてつ　とおりすぎ  しっちょうこえれば　はっくじょう
· じゅうじょうとうじで　とどめさす
· 丸太町、竹屋町、夷川、二条、押小路、御池、
· 姉小路、三条、六角、蛸薬師、錦
24 京のわらべうた
· てらごこうふやにとみ やなぎさかいたかあいの
· ひがしはくるまやちょう からすりょうむろ
· ころもしんかわ　にしおがわ あぶらさめがいほりかわのみず
· よしやいのくろおおみや まつひぐらしにちえこういん
· じょうふくせんぼんはてはにしじん
25 京のわらべうた
· ぼんさんあたまはまるたまち つるっとすべってたけやまち
· みずのながれはえべすがわ にじょうでこうたきぐすりを
· ただでやるのはおしこうじ おいけででおうたあねさんに
· ろくせんもうてたここうて にしきでおとしてしかられて
· あやまったけどぶつぶつと たかがしれてるまどしたろ
26 京都の町並み
· 碁盤の目　　縦の通と横の通、上ル下ル、東入西入
· うなぎのねどこ 縦に長い、通り庭、税金対策
· 番組 番組小学校、地域自治、相互扶助、地蔵盆
· 六角構造 郵便番号、向こう三軒両隣、行き倒れ処理
27　町並みの破壊
· 全国一律の近代化　　消防法、建築基準法、相続法・税法など
· 敗戦に伴う心意気の消沈   ＨＡＶＥ意識の増長
· 経済バブルと土地の急騰   安っぽいノッポビルによるマンションの急増
· 美意識の欠如   鉄筋コンクリート崇拝、アメリカ文化崇拝




































住　所　　〒612-0029　京都市伏見区深草西浦町２丁目２－１

連絡先 　電話 075-643-3737 　清水携帯電話 090-5139-3233

http://jiyuujinsya.com/
ace-hiro@kph.biglobe.ne.jp

